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2025年３月期中間連結会計期間の業績予想と実績値との差異 

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

2024 年８月２日に公表いたしました 2025 年３月期の中間連結会計期間の業績予想と本日公表の実績値に

おいて差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、2025 年３月期通期の連結業績予想

を下記の通り修正いたしましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 中間連結会計期間の業績予想と実績値との差異について 

（2024年 4月 1日から 2024年９月 30日） 

   
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 

（2024 年８月２日公表） 
57,000 18,300 19,800 16,100 68.17 

実績値（B） 62,807 23,591 24,196 19,076 80.77 

増減額（B－A） 5,807 5,291 4,396 2,976  

差額率（％） 10.2 28.9 22.2 18.5  

（ご参考） 

前中間連結会計期間実績 

（2024年３月期中間連結会計期間） 

43,930 13,307 14,201 10,506 43.42 

（注）当社は、2024 年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の 

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり中間純利益」を算定しております。 

 

２．2025年３月期通期連結業績予想数値の修正について 

（2024年４月 1日から 2025年３月 31日） 

   
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 

（2024 年８月２日公表） 
119,300 37,100 38,700 28,700 121.50 

今回修正予想（B） 130,600 41,000 41,800 31,100 131.66 

増減額（B－A） 11,300 3,900 3,100 2,400  

差額率（％） 9.5 10.5 8.0 8.4  

（ご参考）前期実績 

（2024 年３月期） 
99,981 26,952 28,265 17,584 73.08 

（注）当社は、2024 年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。 
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３．差異及び修正の理由 

 

（１）中間連結会計期間の業績予想と実績に差異が生じた理由 

当中間連結会計期間におきまして、国内の店舗・テーマパークでは、社内施策が順調に進んだことに

加え、国内客および外国人観光客が大幅に増加し、売上高が計画を上回って推移いたしました。ライセ

ンス事業におきましても、国内・海外ともに引き続き複数キャラクター展開等の戦略的な施策が奏功し、

特に北米や中国における業績がけん引するかたちでロイヤリティ売上高が計画を上回りました。その結

果、連結ベースでの売上高が 58 億円増加しました。また、営業利益は、国内・海外ともに売上高が計画

を大幅に上回って進捗したことに加え、ライセンス事業の売上構成比の増加による収益性の向上、そし

て販管費が計画を下回ったこと等により、52 億円増加しました。経常利益は、営業利益の増加等により

43 億円増加しました。親会社株主に帰属する中間純利益は、経常利益の増加等により 29 億円増加しま

した。 

 

（２）通期連結業績予想の修正の理由 

通期におきましては、中間連結会計期間の連結業績が計画を上回って着地したことを受け、通期連結 

業績予想に織り込むとともに、第３四半期連結会計期間以降におきましては、引き続き堅調な売上推移 

が見込まれること、及び計画販管費の増額を織り込み、通期連結業績予想を修正するものであります。 

 

※上記予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により

大きく異なる可能性があります。 

 

 

 

 

以 上 


